




























































































































































































































































触れる 傾ける 踏　む 吹　く（吸う） その他
ウィンドチャイム
ピンチャイム
セミーヤ
など
レインスティック
オーシャンドラム
グラビティチューブ
など
ミュージックパッド
（音階マット）
ハイハット・シンバル
など
リコーダー
スライドホイッスル
ハーモニカ
リードホーン　
など
ラチェット
トーンタング
スプリングドラム
コキリコ
スプリングドラム
など
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また、操作性についても同様であり、さまざまな操作の可能性を持つ楽器があれば、対象児・者
が操作のために必要な動きを獲得する機会や可能性が広がる。特に動きに制限のある対象児・者に
とっては、触れるだけで鳴る、別の動きに転換させる工夫によって鳴るなど、幅広く対応するため
にも、あらゆる操作性が想定できる楽器を持つことは重要である。
当然のことながら、多くの種類の楽器を持つことによって、より効果的な音楽療法、よいセッ
ションができるという保証はない。先述したように、単に収集して満足するのはもってのほかであ
る。
新しい楽器を購入して、対象児・者がイメージ通りの反応をしてくれた時には嬉しいが、それ以
上に、予想もしなかった反応が現れるとさらに喜びと感動を覚える。楽器の持つ可能性を広げてく
れるのは、やはり、対象児・者の存在である。
３　事例から
以下は、筆者の発達障害児との関わりの中で、音色の魅力が操作性獲得と関連付けられる可能性を
含んでいると思われる事例である。
《事例１》他者の存在に気付いたＡちゃん～グラビティチューブの例
グラビティチューブは楽器というより、おもちゃに
分類されるかもしれないが、対象児との関係づくりに
欠かせないと考えるようになった事例を紹介したい。
Ａちゃんは障害が重度であったため、目的的な行動
が観察されることはほとんどなかった。指示通りに活
動させることを目的にすると、文字通り「させる」だ
けの音楽活動になってしまうため、即興音楽を用いた
手法でセッションを行っていた。特に、初期の段階に
おいては一定時間椅子に座っていることも難しかった
ため、自由に動き回ったり、好きな場所に座り込んでしまったりすることも許容したうえで音や音
楽での接点を探り、Ａちゃんの気付きを促そうと、呼名を取り入れた活動にしたり、なるべくユ
ニークな音を提供したりと試行錯誤していた。
グラビティチューブは少し傾けただけでも音が鳴るので、その可能性にかけて、活動に取り入れ
ようと試みた。筆者が鳴らしていることに少しは興味をもったのか、Ａちゃんはしばらくするとこ
の楽器を手にしていた。それまでのＡちゃんは楽器を手にとっても、しばらくすると手からすり抜
け落としてしまう、さらに落ちた楽器に目をやることはなく、拾い上げることもなかった。そんな
調子であるから、楽器を鳴らすまでに至ったことはなかったし、筆者はＡちゃんが楽器を操作する
ことを求める段階ではないと考えていた。しかし、ある日Ａちゃんがグラビティチューブを手にし
て、２，３歩あるくと、偶然にも音が鳴った。その瞬間、筆者は思わず「うぇ～～～」とこの楽器
の音を真似た音声を発していた。するとＡちゃんは歩みを止め、筆者の方に顔を向けてにやけるよ
うな笑顔になったのである。それまでＡちゃんと若干の距離をとっていたが、筆者は近づいてＡ
ちゃんの持つこの楽器をわずかに傾けた。すると、また音が鳴る。再び「うぇ～～～」と発声する
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と、Ａちゃんはニヤリと笑う。筆者が操作しなくても、Ａちゃんのわずかな動きによって、その名
の通り重力（＝グラビティ、gravity）によってユニークな音色を聴くことができる。それまでＡ
ちゃんは因果関係を学習できていなかったように思うが、この経験によって、「この面白い音が出
ると、もっと変な声を出してくる人がいる。」と気付いた。
Ａちゃんの場合、持って歩くと偶然に鳴ってしまうという段階で、Ａちゃん自身の意図的な操作
には至っていないため、この楽器の操作性を獲得しているとは言い難いが、面白い音が鳴る楽器の
存在があること、さらにこの楽器の音を媒介として他者と関わるきっかけになることを学習したと
考えられる。その後のセッションにおいては、すぐにＡちゃんが筆者に積極的に関わるというまで
には至らなかったが、筆者自身がＡちゃんに近づくことに迷いはなくなり、まもなくしてクレーン
現象が出現し、筆者の手を取って要求を伝えるようになった。
《事例２》ゆっくりとした動きが現れたＢちゃん～フィンガーシンバルの例
筆者のもとへ個人音楽療法に通っていたＢちゃんは、動
きの活動を苦手としていた。さまざまな活動の中で模倣を
促すが、雰囲気に同調することはできるものの、なかなか
動きの模倣につながらなかった。例えば、ツリーチャイム
を柔らかなタッチで触り、美しい音色を出すことは可能な
のだが、手遊びやダンスなどは逃げ腰であり、苦手感が強
いという心理的な問題なのか、ボディイメージが低いのか
など、あれこれと検討していた。Ｂちゃんは人懐こく、自
分なりの交流手段は獲得していたのだが、言葉を使ってのコミュニケーションは難しかったため、
プログラム内の活動の多くは楽器活動に偏りがちであった。Ｂちゃんは話しかける人と同時に声を
出してしまい、他者の発信を聞いて応えるということに課題をもっていたため、音楽療法士と交互
に音を出すことや音を聴くことを課題とした活動を盛り込むことことにしていた。
筆者のプログラムにおいて鎮静的な活動を行う際に、よく用いるのがフィンガーシンバルという
楽器である。この楽器は、基本的には筆者自身が鳴らすことが多く、フレーズ間で用いて音に注目
できるようにしている。鳴らしてみたいと欲しがる子どもも多いのだが、敢えてすぐに手渡すこ
とをしない場合もある。しかし、自分ができる活動にしか手を出さないＢちゃんが欲しがった際
には、すぐに手渡し鳴らすことを促した。フィンガーシンバルは楽器どうしがかすかに触れるこ
とで、「ちり～ん」と美しく余韻の長い音を響かせる。Ｂちゃんは鳴らそうと試行錯誤していた
が、なかなか楽器どうしが当たることがなかった。大抵の子どもは強くぶつけてしまって、ガチャ
ガチャとうるさい音を立ててしまうのだが、Ｂちゃんはかすかに触れさせることを理解していたの
は、驚くべきことだと観察していた。根気強く挑戦するうちに偶然にも美しい音を奏でることがで
きた。さらに驚くべきことに、Ｂちゃんは鳴っている音の余韻に合わせて、ゆっくり大きく両手で
円を描くように動かしたのである。横で見ていた母親と共に感激を分かち合った瞬間であった。
Ｂちゃんが左右未分化であることは、他の活動における楽器操作を観察することで明らかであっ
たが、この事例における動きは左右対称の動きである。Ｂちゃんの日常は、誰かに会うと嬉しそう
に突進してきて、思いのたけを伝えるように大きな声を出し豪快に笑う。したがって、発せられた
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－ 39 －
音の余韻に合わせてこのようなゆっくりとした動きが出るということは、母親さえも予想もできな
かったことだったが、実はすでに獲得されていた動きだったのである。ただ、鎮静的な雰囲気を味
わうかのような動き、そして普段は見られない非常にゆったりとした動きは、すべての状況を理解
してＢちゃん自らが判断して選択したもののように見えた。音色がもつ力がそうさせたとしか言い
ようがないものである。
《事例３》手首を回転させる操作を獲得したＣちゃん～トーンタングの例
小学部の授業にゲストティーチャーとして招かれた際、大好きな
楽曲を演奏したことがきっかけで、Ｃちゃんはたびたび筆者の教室
を訪ねてくるようになった。訪ねるといっても、Ｃちゃんは話しか
けることもせず（ほとんど発語はない）、立ち止まったり近寄って
きたりすることもなく、筆者が担任するクラスの教室をすり抜けて
いくだけである。ある日、たまたま机の上にあったトーンタングを
筆者は鳴らしてみた。「カラカラカラ…」という心地よい音色に
ハッとしたような表情を見せたＣちゃんは、一瞬立ち止まり筆者を
見つめたが、やはりいつものように立ち去った。翌日から、Ｃちゃ
んは明らかに音が鳴ることを期待して、入り口でとどまるように
なった。筆者がトーンタングを鳴らすと、満足げな表情で帰っていく。数日経った頃、いつものよ
うに鳴らした後に、バチを差し出してみた。バチを受け取ったＡちゃんは鳴らそうと試みるが、う
まくできない。筆者はＣちゃんの持つバチを返すように催促し、再び鳴らしてモデルを示した。Ｃ
ちゃんはじっと見ている。Ｃちゃんにバチを手渡す。再び試みる。この日から、Ｃちゃんと筆者の
このやり取りは数日間続いた。少しずつ「カラ……カ…カ」と音が出るようになり、Ｃちゃんはこ
の音を聴くための操作を獲得していった。
この事例は、筆者が養護学校教員時代の話であるから、もう17年ほど前の話であるが、Ｃちゃん
の表情を鮮明に記憶している。実は、このやり取りの間に筆者とＣちゃんの間に交わされた会話は
全くない。そこにあったのはトーンタングの音と、その音を聴くためにＣちゃんが学習していった
楽器操作の方法の過程である。この楽器は別名八角木琴とも呼ばれ、長さの異なる板が八角形に張
り付けられている。バチをつまむように持ち、手首を回転させて鳴らすと実に魅力的な音色が発せ
られる。コーヒーカップをスプーンでかき混ぜるような動きが要求されるため、手首の動きと統合
された指先の微細なコントロールが必要である。
Ｃちゃんは自分から筆者にアプローチする手段は持たなかった。Ｃちゃんが姿を見せるように
なった理由について筆者は推測できたが、児との関係性はほぼないに等しいものであり、すり抜け
るように去っていくＣちゃんにどう声をかければ伝わるのか、筆者自身も探っている状態であっ
た。Ｃちゃんにとってのトーンタングの存在は、「聴きたい音が出るもの」から「鳴らしたいも
の」に変化していったが、聴きたい音を聴くためには適切な操作方法を学ばなければならないこと
を、Ｃちゃん自身が徐々に理解していった過程が見える。対象児によっては、聞こえた（＝鳴らし
たい）音と自分が出した音が違うことを受け入れられずに、興味をもちつつもその場から離れてし
まうこともよくあるのだが、この事例はその時のＣちゃんの意欲や発達課題に合致した要素があっ
写真３　トーンタング
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たものと考察する。
４　まとめ
教育現場においては、楽器を使う活動はイコール「合奏」と捉えられる。また、リコーダーなどの
有音程楽器を使用した「メロディ奏」では、独奏もあり得る。音楽療法の現場では本稿で述べてきた
ように圧倒的に打楽器を用いることが多いものの、上記のような教育現場における「合奏」等のイ
メージとはかけ離れた場面も少なくない。音楽療法セッションでは提供された楽曲に同期させて鳴ら
すことや、事例に述べたような即興的な関わりによって、コミュニケーションの代替手段として使用
することもしばしばである。提供された楽曲に同期させて鳴らす場面のみを見て、中にはこれが音楽
療法なのかというやや蔑んだ印象を持つ方もいるかもしれないという懸念も抱いている。音楽に合わ
せて楽器を鳴らすという活動には協調性が求められ、社会性やコミュニケーション能力を高めるとい
うねらいがあることを改めて認識すると、楽曲選択や用いる楽器の特性を吟味して活動計画がなされ
るのではないか。さらに、それぞれの楽器の持つ操作性は、微細な運動、粗大運動、協調運動の促進
などをねらいとすることができる。そこに多彩な楽器の音色やそれぞれの音量の違いがあることが、
これらの運動を一層促進させ、さらに対象児・者の表現を支え、広げていくことにつながる。
多くの楽器を所有するということは、一方で購入の費用もかかる。特に、大集団で活動する際は、
多くの数の楽器を揃えるためには、その負担は大きい。このようなことも含め、あらゆる条件を考え
併せた上で、それでもなお楽器を使用することには大きな価値があるということを伝えたかったが、
本稿で十分に明らかにできたとは言い難い。しかし、事例を通して音色と操作性の関連については、
ある程度述べることができたように思う。楽器活動の新たな視点、そこから派生したねらいの在り方
を考えるきっかけになれば喜ばしい。最後に、操作性の獲得も重要だが、やはり、最後は音と音楽を
使う良さに着地できるよう、常に「意図的・計画的」に音楽を使用できることを目指したい。
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